




われわれは 2003年から人格障害をモデルにした 10 PesT の開発を行い，そ
れを用いて人格障害心性のいくつかは年齢が高くなるにつれ先鋭化することを
示し（中澤，2004, 2005），「こころの生活習慣病」を提唱した。
















































上段が Millon の呼称，下段が DSM-IV による障害名
３６ Millon の人格障害構造仮説にかかわる 10 PesT に関する研究
パーソナリティ・スタイルを測定しているということで，10 PesT と名付け
た。10 PesT の下位尺度項目名は DSM-IV に基づいて，妄想性，分裂質性，
分裂性，反社会性，境界性，演技性，自己愛性，回避性，依存性，強迫性とし
た。各下位尺度項目数は境界性と強迫性は各 11項目，他の 8尺度は各 10項
目で合計 102項目（下位尺度間に重複する項目があるので項目数は 100であ
る）あり，回答は「はい」「いいえ」の他「多分」という推測を含む選択肢を
加えた 3件法である。昨年の研究（中澤，2004）では 10 PesT の下位尺度の
Cronbach の α 係数は，男性で .7台が 1尺度，.6台が 4尺度で，他は .5台




















































































































































３８ Millon の人格障害構造仮説にかかわる 10 PesT に関する研究













表 4 10 PesT 下位尺度の α 係数





































表 5 積極・独立尺度と 10 PesT 下位尺度の相関係数






































































a : p＜.05, b : p＜.01, c : p＜.001
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